
「
東
京
一
極
集
中
」
で
な
く

「
大
都
市
・
中
核
都
市
へ
の
凝
縮
」

　
「
東
京
一
極
集
中
」
と
い
う
表
現
は
、

実
態
を
必
ず
し
も
正
確
に
捉
え
て
い
な

い
。
３
大
都
市
圏
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ

イ
プ
な
定
義
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
東
京

圏
だ
け
に
人
が
集
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

計
算
さ
れ
る
と
い
う
話
だ
。
だ
が
、
実

際
に
進
行
し
て
い
る
の
は
、
よ
り
狭
い

圏
域
へ
の
人
口
凝
縮
で
あ
る
。
と
り
わ

け
「
大
都
市
・
中
核
都
市
へ
の
凝
縮
」

が
目
立
つ
。

　

都
道
府
県
単
位
で
は
、７
都
府
県（
東

京
圏
４
都
県
、
大
阪
、
愛
知
、
福
岡
）

へ
の
凝
縮
が
鮮
明
だ
。
し
か
し
、
東
京

圏
も
、
人
口
の
流
入
は
東
京
都
、
神
奈

川
東
部
、
埼
玉
南
部
、
千
葉
北
西
部
に

偏
る
。
３
県
の
そ
の
他
の
地
域
は
、
む

し
ろ
流
出
サ
イ
ド
に
回
る
。
他
方
、
大

阪
、
愛
知
、
福
岡
は
、
人
口
の
着
実
な

流
入
が
続
く
。

　

市
町
村
単
位
で
も
、
21
大
都
市
（
東

京
23
区
お
よ
び
政
令
指
定
都
市
）
へ
の

流
入
は
、
東
京
23
区
、
大
阪
、
札
幌
、

福
岡
の
順
と
な
る
。
さ
い
た
ま
、川
崎
、

横
浜
は
、
そ
の
後
塵
を
拝
す
る
。
北
海

道
は
47
都
道
府
県
中
で
最
も
人
口
が
流

出
し
て
い
る
地
域
だ
が
、
対
照
的
に
札

幌
市
は
、
政
令
指
定
都
市
の
な
か
で
も

大
阪
市
と
１
、２
を
争
う
流
入
都
市
と

な
っ
て
い
る
。

　

大
都
市
・
中
核
都
市
の
内
部
で
も
、

中
心
部
へ
の
人
口
の
移
動
が
進
む
。
人

口
減
少
と
高
齢
化
は
、
人
を
よ
り
狭
い

圏
域
に
吸
引
す
る
力
を
も
っ
て
い
る
よ

う
だ
。

人
の
流
れ
は

９０
年
代
半
ば
に
一
転

　

東
京
、
大
阪
、
愛
知
の
３
都
府
県
も
、

実
は
、
一
貫
し
て
人
口
流
入
が
続
い
て

き
た
わ
け
で
は
な
い
（
図
表
１
参
照
）。

１
９
７
０
年
代
半
ば
か
ら
の
20
年
強
の

間
、
人
口
は
む
し
ろ
流
出
し
て
い
た
。

　

そ
の
受
け
皿
は
周
辺
の
府
県
だ
っ

た
。
大
阪
圏
で
は
奈
良
や

兵
庫
が
、
名
古
屋
圏
で
は

岐
阜
や
三
重
が
人
口
の
受

け
皿
と
な
っ
た
。
広
域
東

京
圏
で
は
神
奈
川
、埼
玉
、

千
葉
に
加
え
て
、
茨
城
、

栃
木
、
群
馬
も
多
く
の
人

を
受
け
入
れ
た
。

　

そ
の
流
れ
が
、
90
年
代

半
ば
を
過
ぎ
て
一
転
し

た
。
東
京
、
愛
知
は
90
年

代
後
半
か
ら
、
大
阪
は

２
０
１
０
年
代
初
頭
か

ら
、流
入
超
に
転
換
し
た
。

軌
を
一
に
し
て
、
茨
城
、

栃
木
、
群
馬
、
兵
庫
、
奈

良
、
岐
阜
、
三
重
は
、
流

出
超
に
転
じ
た
。

　

広
域
東
京
圏
は
東
京
都
を
コ
ア
と
す

る
中
心
域
に
、
大
阪
圏
は
大
阪
府
に
、

名
古
屋
圏
は
愛
知
県
に
、
九
州
は
福
岡

県
に
、
人
口
の
凝
縮
が
進
む
、
全
国
的

に
も
、
大
都
市
・
中
核
都
市
に
人
が
集

ま
る
。「
東
京
圏
の
ひ
と
り
勝
ち
」
と

い
っ
た
単
純
な
構
図
で
は
な
い
。

人
口
流
入
な
し
に
は

大
都
市
経
済
が
成
り
立
た
な
い

　

で
は
、
人
は
な
ぜ
大
都
市
に
凝
縮
す

る
の
だ
ろ
う
か
。
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ

る
の
は
「
大
都
市
の
文
化
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
若
者
を
惹
き
付
け
る
」
と
い
っ
た

　人口移動の特色は、「東京一極集中」でなく「大都市、中核都市への凝縮」にある。大都市では、東京23区、
大阪、札幌、福岡への人口凝縮が際立っている。背景には、深刻な人手不足が地方から大都市に及んだことが
ある。大都市圏の経済は、もはや地方圏からの人口流入なしには成り立たない。一方、地方経済のない日本経済
も考えられない。ならば、目指すべきは、日本経済全体が成長を続けるなかで、人の流れが変わる姿だ。決め手は、
地方圏の１人あたり所得の向上にある。まずは、少ない人口でより多くの自然資源を活用し、生産性を高めることだ。

人はなぜ大阪、札幌、福岡に集まるのか
—人口減少のもとでの地方経済の行方

オフィス金融経済イニシアティブ代表（元日本銀行理事）　山本 謙三

図表 １　都道府県別の人口転入超数推移
（マイナスは転出超、人）

1976～95年 1996～2010年 2011～17年
広域東京圏 1,925,470 1,439,325 652,311

東京圏4都県 1,545,169 1,482,876 721,025
東京都 −1,144,705 874,534 478,857

茨城県・栃木県・群馬県 380,301 −43,551 −68,714
大阪圏 −538,080 −279,551 −46,407

大阪府 −633,496 −232,410 14,441
奈良県・兵庫県・京都府 95,416 −47,141 −60,848

名古屋圏 43,167 62,612 −2,171
愛知県 −38,378 121,127 55,036
岐阜県・三重県 81,545 −58,515 −57,207

福岡県 96,757 52,234 32,061
その他32道県 −1,527,314 −1,274,620 −635,794

（注）2014年以降の転入超数には外国人を含む。
出所：「住民基本台帳人口移動報告」（総務省統計局）を基に筆者が作成。



話
だ
が
、
的
外
れ
だ
ろ
う
。
人
が
移
動

す
る
最
大
の
動
機
は
、
や
は
り
経
済
的

な
理
由
に
あ
る
。

　

地
方
圏
に
始
ま
っ
た
人
手
不
足
の
波

が
、
い
よ
い
よ
大
都
市
圏
に
も
及
ん
で

き
た
。
大
都
市
圏
は
労
働
力
の
再
生
産

が
難
し
く
な
り
、
他
地
域
に
人
手
を
求

め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
都
市
圏
の
経

済
は
、
も
は
や
他
地
域
か
ら
の
人
口
流

入
な
し
に
は
成
り
立
た
な
い
。

　

こ
れ
を
デ
ー
タ
で
確
認
し
て
み
よ
う
。

図
表
２
は
、
東
京
都
に
お
け
る
労
働
力

の
再
生
産
能
力
を
示
す
も
の
だ
。
こ
こ

で
は
単
純
化
の
た
め
に
、
労
働
力
＝
生

産
年
齢
人
口
（
15
〜
64
歳
）
と
仮
定
し

て
い
る
。

　

①
緑
の
棒
グ
ラ
フ
は
、
東
京
都
内
で

生
ま
れ
、
15
年
後
に
生
産
年
齢
人
口
に

達
し
た
者
の
数
で
あ
る
。
そ
の
数
は
、

80
年
代
に
は
５
年
間
で
１
０
０
万
人
を

超
え
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
縮

小
が
続
き
、
い
ま
や
80
年
代
の
半
分
以

下
に
と
ど
ま
る
。
全
国
で
最
も
低
い
出

生
率
の
ツ
ケ
が
回
っ
て
き
て
い
る
。

　

②
青
の
棒
グ
ラ
フ
は
、
東
京
都
内
で

65
歳
を
迎
え
、
生
産
年
齢
人
口
か
ら
定

義
上
外
れ
た
者
の
数
で
あ
る
（
マ
イ
ナ

ス
で
表
示
）。
そ
の
数
は
一
貫
し
て
増

え
続
け
、
２
０
１
０
年
代
に
は
80
年
代

の
２
倍
近
く
に
達
し
た
。

　

③
赤
の
棒
グ
ラ
フ
は
、 

①
と
②
の
差
、

す
な
わ
ち
労
働
力
の
再
生
産
能
力
を
示

す
。
そ
の
数
は
90
年
代
半
ば
を
境
に
プ

ラ
ス
か
ら
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
、
マ
イ
ナ

ス
幅
を
拡
大
し
て
い
る
。

　

④
黄
色
の
折
れ
線
グ
ラ
フ
は
、
東
京

都
の
人
口
流
出
入
を
示
す
。
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
、東
京
都
の
人
口
移
動
は
、

90
年
代
後
半
に
流
出
超
か
ら
流
入
超
に

転
じ
た
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
上
記 

③
の
再
生
産
能
力
が
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ

た
時
点
と
ぴ
た
り
と
一
致
す
る
。
こ
れ

は
偶
然
で
は
な
い
。
こ
の
時
期
を
境
に
、

東
京
都
は
「
労
働
力
を
再
生
産
す
る
能

力
」
を
失
い
、
労
働
力
を
他
地
域
に
依

存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

さ
ら
に
深
刻
な
の
は
、
２
０
１
０
年

代
に
入
っ
て
か
ら
、
③
の
赤
の
棒
グ
ラ

フ
の
絶
対
値
が
④
の
黄
色
の
折
れ
線
を

上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
い
ま

や
東
京
都
の
人
手
不
足
は
、
他
地
域
か

ら
の
人
口
流
入
を
も
っ
て
し
て
も
埋
め

き
れ
な
い
。
全
国
の
生
産
年
齢
人
口
は
、

90
年
代
半
ば
以
降
減
少
が
続
い
て
い
る
。

そ
の
影
響
が
い
よ
い
よ
東
京
都
に
も
及

ん
で
き
た
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
東
京
都
を
は
じ

め
と
す
る
大
都
市
圏
が
地
方
圏
に
人
手

を
求
め
る
圧
力
は
、
今
後
ま
す
ま
す
高

ま
る
。
大
都
市
圏
と
地
方
圏
の
間
の
雇

用
の
取
り
合
い
は
、
一

層
熾
烈
に
な
る
と
み
て

お
く
べ
き
だ
。

高
齢
層
の
中
心
部

へ
の
移
動

　

人
口
が
大
都
市
に
凝

縮
す
る
も
う
一
つ
の
理

由
は
、
高
齢
者
の
移
動

で
あ
る
。
人
口
移
動
を

市
部
（
市
お
よ
び
区
）、

郡
部
（
町
お
よ
び
村
）

別
に
み
る
と
、
郡
部
か
ら
市
部
へ
の
移

動
は
、
10
代
、
20
代
が
圧
倒
的
に
多
い

（
図
表
３
参
照
）。
人
が
住
ま
い
を
変
え

る
最
大
の
契
機
は
、就
学
、就
職
で
あ
る
。

　

一
方
、
50
代
、
60
代
に
な
る
と
、
市

部
か
ら
郡
部
へ
の
逆
流
が
起
き
る
。
大

都
市
で
の
勤
務
を
終
え
、
故
郷
に
戻
る

人
が
増
え
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
10
代
、

20
代
の
郡
部
か
ら
市
部
へ
の
移
動
に
比

べ
、
50
代
、
60
代
の
市
部
か
ら
郡
部
へ

の
移
動
は
少
な
い
。
郡
部
の
出
身
で

あ
っ
て
も
、
市
部
に
そ
の
ま
ま
定
住
す

る
人
は
多
い
。

　

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
70
代
、

80
代
、
90
歳
以
上
の
年
齢
層
で
、
再
び

郡
部
か
ら
市
部
へ
の
移
動
が
活
発
に
な

る
こ
と
だ
。
そ
の
理
由
は
、
病
院
や
介

護
施
設
の
多
く
が
都
市
中
心
部
に
立
地

し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
高
齢
に
な
る

と
、
郊
外
か
ら
都
市
中
心
部
ま
で
頻
繁

（年）1971
～75

1976
～80

1981
～85

1986
～90

1991
～95

1996
～00

2001
～05

2006
～10

2011
～15

①生産年齢人口への参入数（内部要因）
②生産年齢人口からの離脱数（同）
③生産年齢人口の増減数（同）＝①－②
④東京都への転入超数

（万人）150

50

0

－50

－100

100

図表 3　年齢別市部・郡部別の人口転入超数
（2014～2017年） （人）

市部 郡部 合計
0～9歳 −21,677 21,677 0
10～19歳 48,099 −48,099 0
20～29歳 111,040 −111,040 0
30～39歳 1,617 −1,617 0
40～49歳 4,456 −4,456 0
50～59歳 −1,212 1,212 0
60～69歳 −5,772 5,772 0
70～79歳 2,770 −2,770 0
80～89歳 6,571 −6,571 0
90歳以上 2,036 −2,036 0

（注1） 「市部」は全国の市(東京都特別区部を含む）の
区域をすべてあわせた地域、「郡部」は全国の町村の
区域をすべてあわせた地域。

（注2）日本人移動者のみ。
出所：「住民基本台帳人口移動報告」（総務省統計局）
を基に筆者が作成。

図表 2　東京都の生産年齢人口の増減数試算

（注）生産年齢人口への参入数（内部要因）：15年前の
時点での出生数。生産年齢人口からの離脱数（同）：65
歳到達人口＝5年前の時点での60～64歳人口。生産年
齢人口の増減数（同）＝生産年齢人口への参入数−生産
年齢人口からの離脱数。東京都への転入超数は非生産
年齢人口を含む。
出所：東京都福祉保健局「人口動態統計」、総務省統
計局「国勢調査」、同「住民基本台帳人口移動報告」
を基に筆者が試算。



に
出
か
け
る
の
は
億
劫
に
な
る
。
十
分

な
財
産
が
あ
れ
ば
、
都
市
中
心
部
に

引
っ
越
し
た
い
。
そ
う
考
え
る
人
が
増

え
て
き
た
。

　

そ
の
典
型
は
札
幌
市
だ
ろ
う
。
北
海

道
内
で
は
、
人
口
の
減
少
を
受
け
て
、

地
方
の
病
院
、
介
護
施
設
の
札
幌
移
転

が
進
む
。
つ
れ
て
、
患
者
も
札
幌
に
移

り
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。こ
れ
に
伴
い
、

看
護
や
介
護
に
携
わ
る
人
々
も
札
幌
に

移
っ
た
。
こ
う
し
た
循
環
が
、
札
幌
と

北
海
道
他
地
域
の
間
の
人
口
移
動
を
加

速
さ
せ
て
い
る
。

　

同
様
の
循
環
は
、
全
国
各
地
の
高
台

住
宅
地
で
も
み
ら
れ
る
。
郊
外
の
高
台

住
宅
地
は
、住
民
の
高
齢
化
と
と
も
に
、

空
き
家
が
増
え
て
き
た
。
お
年
寄
り
に

と
っ
て
、
坂
の
上
り
下
り
は
大
き
な
負

担
だ
。
都
市
中
心
部
に
引
っ
越
す
人
が

徐
々
に
増
え
た
。
高
台
住
宅
地
で
は
、

住
民
が
減
る
に
つ
れ
て
路
線
バ
ス
の
便

数
も
減
ら
さ
れ
た
。
日
常
生
活
は
一
層

不
便
に
な
り
、
転
居
者
が
ま
す
ま
す
増

え
る
。
そ
う
し
た
人
口
の
循
環
が
、
い

ま
郊
外
と
都
市
中
心
部
の
間
で
起
き
て

い
る
。

安
易
な
人
口
移
住
策
は

日
本
経
済
を
危
う
く
す
る

　

地
方
圏
の
人
口
流
出
の
主
因
が
、
大

都
市
圏
の
深
刻
な
人
手
不
足
に
あ
る
と

す
れ
ば
、
根
本
的
な
解
決
策
は
、
①
大

都
市
圏
の
出
生
率
の
引
き
上
げ
と
、
②

地
方
圏
の
１
人
あ
た
り
所
得
の
向
上
の

２
点
に
集
約
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
大

都
市
圏
の
労
働
力
の
再
生
産
能
力
を
回

復
さ
せ
て
、
地
方
に
人
手
を
求
め
る
度

合
い
を
緩
和
す
る
こ
と
と
、
大
都
市
圏

と
地
方
圏
の
間
の
所
得
格
差
を
縮
小
さ

せ
て
、
若
者
た
ち
の
就
労
の
選
択
肢
を

増
や
す
こ
と
の
２
点
で
あ
る
。

　

逆
に
、
安
易
な
地
方
へ
の
人
口
移
住

策
は
、
日
本
経
済
を
危
う
く
す
る
。
所

得
格
差
が
い
ま
の
ま
ま
で
、
人
為
的
に

大
都
市
圏
の
労
働
力
不
足
の
補
填
を
妨

げ
る
と
す
れ
ば
、
成
長
分
野
に
人
的
資

源
が
回
ら
ず
、
日
本
経
済
全
体
の
成
長

が
阻
害
さ
れ
る
。

　

政
府
が
現
在
進
め
る
「
地
方
創
生
」

に
は
、「
２
０
２
０
年
ま
で
に
東
京
圏

へ
の
人
口
流
入
を
ゼ
ロ
と
す
る
」
と
い

う
目
標
（K

PI=
key perform

ance 
indicator

、
主
要
業
績
評
価
指
標
）
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
起
点
と
な
る
13
年

時
点
で
の
東
京
圏
へ
の
人
口
流
入
超
は
、

10
万
人
だ
っ
た
。
数
年
か
け
て
こ
れ
を

ゼ
ロ
に
す
る
目
標
だ
が
、
政
府
が
中
間

評
価
の
年
と
定
め
た
17
年
の
実
績
は

12
万
人
の
流
入
超
と
な
っ
た
。
ゼ
ロ
に

向
か
う
ど
こ
ろ
か
、
拡
大
で
あ
る
。

　

政
府
が
専
門
家
を
集
め
て
行
っ
た
中

間
評
価
で
は
、
そ
の
理
由
を
「
現
時
点

で
施
策
の
効
果
が
十
分
に
発
現
し
て
い

な
い
」
と
す
る
ば
か
り
だ
が
、
日
本
経

済
の
現
状
を
ふ
ま
え
れ
ば
む
し
ろ
自
然

な
こ
と
と
み
え
る
。
ど
の
よ
う
な
成
算

が
あ
っ
て
政
府
が
こ
の
目
標
を
掲
げ
た

か
は
不
明
だ
が
、
20
年
の
人
口
移
動
目

標
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
だ

ろ
う
。

す
べ
て
の
鍵
は

１
人
あ
た
り
所
得
の
向
上

　

人
口
移
動
は
、
若
者
や
高
齢
者
の
合

理
的
な
判
断
の
結
果
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
地
方
圏
の
人
口
流
出
を
止
め

よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
若
者
た
ち

が
自
ら
地
方
圏
に
残
留
し
、
あ
る
い
は

自
ら
転
入
す
る
意
思
を
も
つ
よ
う
な
経

済
的
条
件
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
に
な

る
。
な
か
で
も
最
も
重
要
な
条
件
は
、

１
人
あ
た
り
所
得
の
向
上
だ
。
地
方
の

生
産
性
が
向
上
し
、
大
都
市
圏
と
の
１

人
あ
た
り
の
所
得
格
差
が
縮
ま
れ
ば
、

お
の
ず
か
ら
地
方
に
職
を
求
め
る
若
者

が
増
え
る
。

　

で
は
、
１
人
あ
た
り
所
得
の
向
上
は

ど
の
産
業
に
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
ど

の
よ
う
な
産
業
が
地
方
圏
で
多
く
の
付

加
価
値
を
生
ん
で
き
た
か
を
確
認
し
て

お
こ
う
。
図
表
４
は
、
大
都
市
圏
７
都

府
県
（
東
京
圏
４
都
県
、
大
阪
府
、
愛

知
県
、
福
岡
県
）
と
地
方
圏
40
道
府
県

に
分
け
て
、
各
産
業
の
付
加
価
値
の
構

成
比
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

図表 4　大都市圏・地方圏別の付加価値額シェア（％）

農林漁業
（個人経営

を除く）
建設業 製造業 情報

通信業
運輸業

・
郵便業

卸売業
・

小売業

金融業
・

保険業

不動産業
・

物品
賃貸業

学術研究
・

専門/技術
サービス業

宿泊業
・

飲食サー
ビス業

医療
・

福祉
その他

サービス業
その他とも
全業態計

東京圏（４都県） 7.9 31.1 20.0 69.4 36.4 37.3 48.8 51.0 61.1 33.6 8.4 41.3 35.0
うち東京都 1.1 17.5 7.2 60.8 16.2 24.3 37.1 37.3 47.1 18.6 −9.4 27.4 21.3

大阪 0.6 7.5 6.6 7.9 9.2 9.7 8.8 10.4 6.9 7.1 9.7 8.5 8.3
愛知 2.9 6.5 13.2 4.2 7.7 6.6 4.8 5.1 4.5 5.9 6.4 6.6 7.5
福岡 1.6 4.1 2.5 2.8 3.8 4.0 3.2 3.8 2.4 3.9 5.7 4.1 3.6
大都市圏７都府県計 13.1 49.2 42.4 84.3 57.1 57.6 65.6 70.3 74.9 50.6 30.2 60.5 54.4
地方圏４０道府県 86.9 50.8 57.6 15.7 42.9 42.4 34.4 29.7 25.1 49.4 69.8 39.5 45.6

出所：総務省・経済産業省「平成2８年経済センサスー活動調査」を基に筆者が作成。



　

大
都
市
圏
で
付
加
価
値
を
稼
ぎ
出
し

て
き
た
の
は
、
人
口
や
企
業
の
集
中
が

大
き
な
シ
ナ
ジ
ー
を
も
た
ら
す
産
業
で

あ
る
。
そ
の
典
型
は
情
報
通
信
業
だ
ろ

う
。
情
報
通
信
業
と
い
え
ば
、
所
在
地

を
問
わ
ず
、
ど
こ
で
も
生
産
可
能
と
考

え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
実
際
は
典
型
的
な

大
都
市
特
化
型
の
産
業
で
あ
る
。
ア
プ

リ
や
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
は
地
方
で
も
十
分

に
開
発
で
き
る
が
、
大
規
模
シ
ス
テ
ム

の
開
発
と
な
る
と
、
で
き
る
限
り
顧
客

企
業
に
近
接
し
、
顧
客
と
い
つ
で
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
で
き
る
立
地
の
確
保
が

重
視
さ
れ
る
。

　

他
方
、
地
方
圏
で
よ
り
多
く
の
付
加

価
値
を
生
み
出
し
て
き
た
産
業
は
、
農

林
漁
業
、製
造
業
、医
療
・
福
祉
で
あ
る
。

建
設
業
や
宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

も
、
相
対
的
に
シ
ェ
ア
が
高
い
。
こ
の

う
ち
医
療
・
福
祉
は
、
高
齢
化
が
地
方

圏
で
先
行
し
て
い
る
こ
と
の
あ
ら
わ
れ

で
あ
る
。
一
方
、農
林
漁
業
や
製
造
業
、

宿
泊
業
は
、
自
然
資
源
を
積
極
的
に
利

用
す
る
産
業
だ
。
地
方
に
は
、
農
地
、

水
、
空
気
、
観
光
資
源
な
ど
、
有
効
に

活
用
で
き
る
自
然
資
源
が
ふ
ん
だ
ん
に

あ
る
。

　

な
ら
ば
、
所
得
向
上
に
向
け
た
一
つ

の
鍵
は
、
１
人
の
就
業
者
が
利
用
す
る

自
然
資
源
の
量
を
増
や
す
こ
と
に
あ
る

は
ず
だ
。
た
と
え
ば
農
地
の
大
規
模
化

は
、
農
家
１
戸
あ
た
り
の
所
得
を
増
や

す
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。
人
口
が

少
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
１
人
の

就
業
者
が
活
用
で
き
る
資
源
量
が
増
え

る
可
能
性
を
意
味
す
る
。
こ
の
チ
ャ
ン

ス
を
活
か
さ
な
い
手
は
な
い
。

　

ま
た
、
観
光
も
自
然
資
源
を
有
効
に

活
用
す
る
産
業
だ
。
た
だ
し
、
海
外
か

ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
客
が
増
え
た

わ
り
に
は
、
収
益
率
が
上
が
ら
な
い
。

宿
泊
料
や
サ
ー
ビ
ス
価
格
を
ど
う
引
き

上
げ
る
か
が
、
今
後
の
最
大
の
課
題
と

な
る
。

　

無
償
の
「
お
も
て
な
し
」
は
わ
が
国

の
誇
る
べ
き
美
徳
と
い
え
る
が
、
無
償

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
観
光
客
が
真
に
喜

ぶ
も
の
か
ど
う
か
を
見
極
め
る
の
が
難

し
い
。
有
料
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
、

高
い
付
加
価
値
を
得
る
こ
と
も
、
重
要

な
「
お
も
て
な
し
」
の
一
つ
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

人
口
流
入
は

時
間
の
か
か
る
プ
ロ
セ
ス

　

人
口
の
流
れ
が
変
わ
り
、
地
方
圏
に

人
口
が
流
入
し
て
く
る
ま
で
に
は
、
時

間
が
か
か
る
。
農
業
で
い
え
ば
、
①
農

地
の
大
規
模
化
が
進
み
、
②
農
家
１
戸

あ
た
り
の
所
得
が
増
え
、 

③
そ
れ
を
眺

め
て
農
業
に
参
入
す
る
若
者
が
増
え
、 

④
休
耕
地
が
再
び
耕
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
は
じ
め
て
人
口
の
流
入
が
定

着
す
る
。
経
済
の
構
造
変
化
を
伴
う
以

上
、
一
足
飛
び
に
い
く
話
で
は
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
「
時
間
を
か
け
て
い
る

間
に
、
地
方
が
消
滅
し
て
し
ま
わ
な
い

か
」
と
い
っ
た
危
惧
が
聞
か
れ
る
が
、

誤
り
だ
。
地
方
が
消
滅
す
る
こ
と
は
あ

り
え
な
い
。
地
方
経
済
な
し
の
日
本
経

済
は
想
像
で
き
な
い
か
ら
だ
。

　

考
え
て
も
み
よ
う
。
地
方
経
済
が
消

滅
す
る
と
い
う
の
は
、
裏
返
し
て
い
え
ば
、

大
都
市
圏
だ
け
で
成
り
立
つ
日
本
経
済

を
想
定
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

だ
が
、
大
都
市
圏
だ
け
で
成
り
立
つ
経

済
が
、
世
界
に
ど
れ
ほ
ど
あ
る
だ
ろ
う

か
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
数
少
な
い
例
外

だ
が
、
同
国
は
、
運
輸
や
金
融
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、
高
い
国
際
競
争
力
を
も
つ
サ
ー

ビ
ス
を
輸
出
し
て
外
貨
を
稼
ぎ
、
経
済

を
成
り
立
た
せ
て
い
る
。
日
本
経
済
と

は
、地
理
的
条
件
や
公
用
語
な
ど
、様
々

な
面
で
構
造
が
異
な
る
。
他
方
、
日
本

に
は
豊
か
な
自
然
資
源
が
あ
る
。
そ
の

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す
こ
と
な
く
、
大
都

市
圏
だ
け
で
成
り
立
つ
日
本
経
済
を
想

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

理
由
は
ど
こ
に
も
な
い
。

　

重
要
な
の
は
、
地
方
圏

が
も
て
る
資
源
を
有
効
に

活
か
し
て
、
所
得
を
高
め

る
こ
と
で
あ
る
。
地
方
が

付
加
価
値
を
高
め
る
限

り
、
少
な
く
と
も
国
内
に

必
ず
需
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
は
少
な
い
人
口
で
１
人
あ
た
り

の
活
用
資
源
量
を
増
や
し
、
付
加
価
値

を
高
め
る
こ
と
だ
。
地
方
経
済
が
な
く

な
る
か
ら
困
る
の
で
は
な
い
。
な
く
な

る
は
ず
の
な
い
地
方
経
済
が
活
性
化
し

な
け
れ
ば
、
日
本
経
済
が
沈
ん
で
し
ま

う
か
ら
困
る
。
地
方
経
済
の
自
立
こ
そ

が
、次
の
日
本
経
済
の
原
動
力
で
あ
る
。

　

財
政
資
金
で
地
方
経
済
を
維
持
す
る

の
は
、
逆
効
果
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

補
助
金
や
助
成
金
は
、
生
産
性
の
向
上

を
し
ば
し
ば
阻
害
し
て
き
た
。
大
事
な

の
は
、
地
元
の
創
意
工
夫
が
活
か
さ
れ

る
よ
う
規
制
緩
和
や
市
場
整
備
を
進
め
、

生
産
性
向
上
の
た
め
の
環
境
を
整
え
る

こ
と
だ
。

　

人
口
移
動
は
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

通
じ
て
決
ま
っ
て
く
る
。
急
い
て
は
な

ら
な
い
。
地
方
が
付
加
価
値
を
高
め
て

い
け
ば
、
大
都
市
圏
へ
の
一
方
的
な
人

口
移
動
は
必
ず
ど
こ
か
で
止
ま
る
。
あ

え
て
繰
り
返
せ
ば
、
地
方
経
済
の
な
い

日
本
経
済
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。
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